
●ほ乳類
クマネズミの投稿がありました。

●鳥類
・アオサギ、バン、カワセミ、キセキレイ、セグロセキレイなど、おなじみのライン
ナップが出揃う中、市内では秋から冬にかけてのみ見られる冬鳥が多数投稿されてい
ます。

・前月の投稿数が1件に留まったジョウビタキは多くの投稿がありました。その後、相次
いで渡来したというだけでなく、個体ごとに冬期の縄張りが確定して目に付きやすく
なったものと思われます。

・水鳥についても、オカヨシガモ、マガモ、トモエガモ、コガモ、キンクロハジロ、イ
ソシギなど、市内では冬期のみに観察される種類の投稿がずらり
と並びました。中でも、トモエガモは以前こそ希少種でしたが、2020年代以降に渡来
数の急増が見られるようになり、市内の池沼や河川でも確認例が増えているようです。
また、先月の概況でも述べたように、市内における渡り鳥の越冬状況は種ごとに異な
るため、データとしては非常に重要です。

●は虫類
アオダイショウの投稿がありました。

●昆虫
昆虫がグっと減り、カマキリやバッタの動きも鈍くなってきました。
その中で、暖かい日には陽だまりでチョウがひなたぼっこをしている姿がよく見られ
ます。オオカマキリの翅を開いた威嚇写真は見事に撮れています。

●植物
・対象種は草原性の指標種であるツリガネニンジン、および、キク科のシロヨメナ、ヤ
クシソウ、リュウノウギクで、いずれも晩秋の里山を代表する在来植物です。

・初投稿となる植物が2種あり、いずれも南多摩ENランクに指定される希少な種類です。
1種目は低山地性で多摩丘陵における分布が限定されるキヌタソウ、2種目はススキ草
原など乾燥した草地で稀に見られるセンブリです。こうした希少植物については、自
生地情報の取り扱いに注意しつつ、生育状況を継続的にモニタリングしていくことが
大切でしょう。

・特記事項としては、返り咲きしているソメイヨシノの投稿がありました。今年は全国
的にサクラ類の返り咲きが例年よりも多く観察されているようです。様々な要因が合
わさった現象と推測されますが、その背景には、気候変動との関連も示唆されます。

●その他（調査対象外の生きもの）
・扁形動物のクロイロコウガイビルが投稿されました。気温が下がり、鳥類を除く多く
の生きものは休眠期に入り始めているため、投稿数も減少しています。

生きもの発見レポートまとめ 2024年11月分



【原町田】 【森野】

【相原】 【木曽西】 【大蔵】

【根岸】 【森野】 【森野】

【根岸】 【矢部】 【木曽東】

LINEでの投稿



【忠生】 【下小山田】 【小山ヶ丘】

【南成瀬】 【高ヶ坂】 【金井】

【小山ヶ丘】 【相原】 【成瀬台】

【矢部】 【成瀬台】



【南つくし野】 【南大谷】

【木曽西】 【木曽西】 【原町田】

【広袴】 【高ヶ坂】 【木曽東】

【南大谷】 【図師】 【図師】

アプリでの投稿



【高ヶ坂】 【成瀬】 【野津田】

【木曽西】 【成瀬】 【玉川学園】

【玉川学園】 【忠生】 【玉川学園】

【南大谷】 【玉川学園】 【木曽西】



【高ヶ坂】 【野津田】 【野津田】

【高ヶ坂】 【図師】 【玉川学園】

【図師】 【野津田】 【高ヶ坂】

【原町田】 【野津田】 【山崎】



【下小山田】 【野津田】 【森野】

【南大谷】 【野津田】 【高ヶ坂】

【野津田】 【南大谷】 【高ヶ坂】

【下小山田】 【野津田】 【森野】



【森野】 【高ヶ坂】 【高ヶ坂】

【高ヶ坂】 【玉川学園】 【三輪緑山】

【高ヶ坂】 【下小山田】 【下小山田】

【本町田】 【下小山田】 【忠生】



【本町田】 【下小山田】 【本町田】

【本町田】 【本町田】 【下小山田】

【本町田】 【本町田】 【下小山田】

【野津田】 【本町田】 【本町田】



【本町田】 【本町田】 【玉川学園】
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